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食品名 硬さ 凝集性 弾力性 付着性 咀囎性
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図4　供試食品のテクスチャー（硬さ、凝集性、唄鳴性）と咀鳴回数
痩せ，すなわち体位や日常の食生活，および健康度な
どと咀噌能との関連性にっいて，数種の適切な食品を
実験材料として探っていくことにより，食晶（食物）
選択と健康に闊して新たな示峻が得られないかと考え
た。そこで，肥満をもたらす諸原因の一つに食習慣が
あげられるので，体重，BMI，皮下脂肪厚と咀囎回
数について相関を調べたが，どれも有意に差を認める
に至らなかった。また，食生活の好み（表4）と咀囎
回数についての相関を調べたところ，関連性がうかが
える項目（和風料理と洋風料理，早食いか）もみられ
たので，調査内容や方法およびデータの統計分析法に
ついて，十分な検討をして再解析を試みたい。
咀囎能の測定方法に関しては，本実験では最も容易
な咀噛回数を数えることで実施したが，測定条件など
方法論的に検討が必要と思われる。歯科学領域では，
一般に特定条件下（シールドルーム内）で咬筋あるい
は側頭筋の活動量を精密な筋電計で測定して筋電図の
積分値で咀噛機能量を評価している。中川らfi｝は，更に
曝嚇筋活動量の分割分析を試み，食品を噛み砕くのに
必要な破砕エネルギーと食品をすりつぶすのに要する
磨砕エネルギーに分けて咀鴨能を示している。しかし，
塩野ら5）も指摘しているように筋電計を用いる方法は
日常の食生活における咀囎能を測定したり，集団を対
象として測定するには不向きである。従って，摂取し
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表3　被験者の身体状況
??? ??? BMI　　皮下脂肪厚
G｛9／m・）　　（mm）
???
平均有il
SD
159．0
　4．4
51．6
6．7
20．4
2．玉
34．6
82
28．7
1、5
表4　日常食生活における好み
・和風料理と洋風料逗巨
・噛みこたえのある物と軟らかい物
・いも類の好み
・甘い菓子類の好み
・早食いか？
洋風（32％），和風（68％）
嚇みこたえのある物（74％），軟らかい物（26％）
好き（92％），あまり好きでない（5％），嫌い（3％）
毎日食べる（53％），あまり食べない（47％）
きま　L、（50％），　し、し、え．（50％）
た食品の種類と且から糊接的に曝囎能を評価する以外
ないとする考え方もあるが，簡易的測定方法として咀
01隷睡数の他，食品を口に入れてから咀囎して完全に嚥
下するまでに要する時間を計測することも検討する必
要力～あると考えられた。
要
?
秘切日常の食生潅における食品（食物）の咀囎能
と健譲との闘わ切こついて検討するにあたり，まず供
試食最の選捉から着手した。健常な女子学生（19－・21
歳）38名を被験考として，日常利用頻度の高い食品の
物性と鐘昼1癬回数との闘連性より，供試食品として物性
の異なる凍の窃食晶（焼き豚，豆腐，チーズ，きゅう
り，りんご，食パソ）について，その妥当性が確認で
きた。
　食品の咀囎能と体位や日常の食生活，および健康度
などとの闘連性について，本研究の方向性を探るため
に，体重，BM1，皮下脂肪厚と眼囑回数との相関を
調べたが有意な差を認めるには至らなかOたeまた，
食生活の好みと咀嚇回数との闘連性については，調査
内容や方法，およびその統計解析法について十分な検
討が必要であることが示唆された。また，食品の咀囎
能把握のための簡易的測定方法として岨囎回数だけで
なく，咀囎時間の計測など他の方法も模索する必要が
あると考えられた。
　終わりに臨み，本研究の被験者としてご協力いただ
きました本学生猛科学科食物栄養専攻の学生の皆様に
深謝致します。
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